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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
「組込みソフトウェアアーキテクト養成」事業の継続、モデルベース開発実施環境の整備・推進および企業間特定研究課題の検討実行の推進を通じて地域産業の組込み開発技術の向上に寄与することを目的とする．
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
IoTシステムアーキテクト養成プログラム
組込みシステムアーキテクト単科コース
C-プログラミングコース
組込みシステム開発コース
オブジェクト指向設計講座
組込みソフトウェア技術研究会
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
特定の専門領域に特化した（それだけは分かる）技術者からの脱却し，
システム全体の分かる技術者へ
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
演習形式ですので，トピックの解説＋問題を実際にプログラムして確認していく形になります．
トピックについては，念のため構文からスタートしていきますが，”if” とか “while” とかまで
そこでおさらいしていくわけにはいきませんので，ご了承ください．というのが，募集要項のCとかやったことのある人の意味です．
ですので，Java とかは書けるんだけど・・・・，Cの初心者本は急遽買って読んでみたけど，ポインタとか難しいね，というような人は ok です．
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